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會
　
　
告

鞠
月
例
會
　
大
正
＋
一
年
万
廿
一
旦
縫
曜
）
午
後
七

　
勝
、
例
に
よ
っ
て
、
否
、
新
．
年
早
々
だ
か
ら
、
大
に
政
ま
っ
た

心
持
ち
で
、
京
都
大
珊
々
生
酒
會
所
（
熊
野
停
留
腕
よ
り
正
北

　
へ
田
中
通
り
を
五
丁
、
）
に
集
ま
っ
て
下
さ
い
、
茶
を
の
み
．
ス

　
ト
ー
ブ
を
か
こ
み
な
が
ら
一
夕
の
天
交
談
に
世
間
を
忘
れ
ま

　
せ
う
。
當
日
の
講
話
は
．

　
「
二
重
星
の
話
」
　
　
助
激
授
山
．
本
　
一
清
氏

　
右大
正
＋
隼
二
丹
二
＋
日
　
天
交
同
好
會

　
　
　
　
　
廣
　
　
告

7
レ
テ
ン
　
は
い
よ
ノ
＼
獲
刊
さ
れ
た
。
去
る
十
二

月
中
の
分
左
の
如
し
。
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観
測
部
設
置

軍
な
る
星
の
眺
め
よ
り
一
歩
進
ん
で
研
究
的
貢
献
を
な
さ
ん

た
め
、
本
會
は
観
測
掛
指
導
の
下
に
來
る
十
二
月
か
ら

　
　
（
ご
流
星
部
　
部
長
二
村
要
氏

　
　
（
二
）
　
鑛
｛
光
星
部
　
　
　
　
部
長
山
　
本
　
一
　
清
民

の
二
部
を
置
き
、
會
員
中
の
熱
2
5
家
を
募
っ
て
部
員
ε
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
ら
　
　
へ

す
。
部
員
は
部
費
ε
し
て
一
ヶ
月
金
五
拾
銭
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
、
其
の
代
り
、
實
際
観
測
上
、
部
長
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
、
又
必
要
な
る
印
刷
物
品
を
給
せ
ら
れ
、
樹
無

代
で

　
　
プ
レ
剛
7
ン
（
b
コ
艶
。
榊
冒
）
　
　
　
不
規
則
な
獲
陶
物

の
配
布
を
受
け
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。
此
の
プ
レ
テ
ソ
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
も
　
　
　
ゐ

界
の
獲
行
を
待
て
な
い
至
急
報
で
、
必
要
に
悉
じ
月
に
幾
度

で
も
獲
行
し
、
流
星
や
攣
光
星
の
み
な
ら
す
、
彗
星
の
白
油

や
、
遊
星
恒
星
の
實
三
親
測
や
、
街
其
他
、
三
界
の
最
近
自
画

を
簿
へ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し
此
の
ブ
レ
テ
ソ
は
全
部

　
　
　
む

英
交
で
あ
り
ま
す
か
ら
．
部
員
は
其
の
資
格
ε
し
て
中
白
蜜

三
年
級
程
度
の
英
語
を
卒
業
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
若
し
観
測
部
員
で
な
く
て
、
ブ
レ
テ
ン
を
叢
み
た
い

人
は
、
や
は
り
毎
月
五
拾
銭
を
携
．
つ
て
下
さ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）
　
　
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
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編
輯
室
よ
り

廣
告
欄
に
あ
る
通
り
、
大
阪
の
古
賀
氏
に
よ
つ
て
・

大
小
二
種
の
美
し
い
星
圖
が
蛮
行
さ
れ
る
の
に
、
學

界
の
た
め
に
も
、
斯
學
善
及
の
た
め
に
も
、
甚
だ
喜

ば
し
い
。
譲
者
譜
氏
に
是
非
そ
れ
々
購
求
し
て
、
本

誌
の
表
に
あ
ろ
毎
月
国
天
象
欄
な
活
用
ゼ
ら
れ
ん
こ

ミ
な
壁
む
。
▲
注
意
深
い
聾
者
は
、
既
に
御
氣
倉
き

だ
ら
ら
一
こ
思
ふ
が
、
本
誌
の
天
象
欄
に
、
第
一
號
以

來
、
書
き
ぶ
り
を
少
し
づ
㌧
攣
へ
て
る
ろ
。
其
り
主

意
に
、
常
に
眼
漸
し
い
感
じ
為
失
に
な
い
こ
ご
、
、
今

一
つ
に
・
月
ε
か
遊
星
ε
か
ん
三
三
ず
る
つ
い
で
た

四
っ
て
、
恒
星
の
一
つ
く
の
名
や
位
麗
為
紹
介
し

や
う
ミ
考
へ
て
る
る
。
天
〃
象
欄
…
々
能
く
配
讃
ん
で
下
さ

る
⊥
万
に
た
ミ
ひ
、
手
許
に
「
星
圖
が
な
く
ミ
も
、
加
燗
案

内
的
に
星
座
建
星
名
為
知
る
便
利
が
あ
る
。
▲
例
へ

ば
、
毎
月
の
月
の
蓮
行
に
つ
れ
て
、
上
牛
月
は
何
座

満
月
は
何
座
で
見
え
る
ε
か
い
て
あ
る
か
ら
、
始
め

何
も
星
座
な
知
な
ら
い
人
で
も
、
月
に
指
さ
れ
て
、

漸
々
之
れ
な
知
る
や
う
に
な
ろ
。
叉
今
月
二
十
口
に

に
火
星
が
天
秤
座
の
或
る
輝
星
に
近
づ
く
。
之
れ
帥

ち
天
象
欄
に
あ
ろ
通
り
、
α
星
な
の
だ
、
こ
ん
な
調

手
に
天
象
欄
…
々
利
用
し
て
、
毎
月
少
し
づ
、
星
の
名

彪
畳
丁
ん
で
貰
ひ
た
い
。
1
一
纒
ま
っ
た
星
圖
な
手
許

に
持
っ
て
る
れ
ば
、
其
れ
に
超
し
た
こ
ご
ば
無
い
が

ム
前
に
、
本
誌
第
十
二
號
に
に
、
ピ
ケ
リ
ン
グ
民
の

講
演
に
も
關
係
が
あ
る
ご
思
っ
た
か
ら
・
月
の
臨
界

な
口
器
に
掲
げ
た
が
、
古
川
氏
の
親
切
に
ふ
り
、
学

界
に
は
月
面
の
地
理
が
撫
ぜ
ら
れ
た
の
ば
喜
ば
し
い

帥
訳
者
は
本
証
の
第
九
頁
の
米
版
…
ε
穐
第
十
二
號
…
の
爲

虞
ぐ
」
、
黒
物
の
月
ξ
為
見
く
ら
べ
て
下
さ
れ
ば
最
も

離
職
益
だ
ミ
…
思
ひ
ま
す
。
《
軍
手
氏
の
㎝
吋
望
遠
舘
㎝
製

作
法
ば
面
白
い
で
せ
う
。
天
交
の
乏
き
な
人
ば
誰
で

も
望
遠
鏡
が
持
っ
て
見
た
い
f
－
慮
れ
ば
深
入
が
西

入
な
が
へ
左
様
で
あ
る
。
定
こ
ろ
が
百
方
二
百
圓
の

金
だ
出
し
て
本
式
の
望
遠
鏡
准
買
ひ
干
れ
ろ
事
樒
…
に

め
ろ
人
に
、
仕
方
が
な
い
ご
諦
め
て
、
泣
寝
入
り
を
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
中
村
氏
の
女
面
よ
ん
で
、

其
の
通
り
實
行
ず
れ
．
ば
、
．
三
好
ま
で
の
塑
用
で
可
な

り
な
能
津
の
望
遠
鏡
為
持
つ
こ
と
が
出
語
ゐ
。
一

そ
し
て
、
そ
れ
が
自
分
の
手
製
な
の
だ
か
ら
、
貿
っ

ハ
も
の
ぶ
り
・
以
上
に
可
愛
e
器
械
だ
盒
死
ん
だ
佐

々
木
哲
夫
君
な
ご
も
、
自
分
で
盛
ん
に
一
再
望
遠
鏡

な
製
造
し
た
も
の
だ
。
ム
今
岩
国
リ
、
表
紙
の
色
ば

火
星
に
ち
な
ん
で
赤
褐
色
、

　
　
　
　
事
務
室
に
て

　
前
號
に
も
御
頼
み
し
て
溶
い
た
通
り
、
改
正
規
則

に
よ
っ
て
會
員
の
方
々
は
、
早
く
旨
意
か
逡
っ
て
下

さ
い
。
牛
牟
分
、
或
に
一
年
分
。
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補
は
ん
が
た
め
に
特
別
廉
償
ε
大
霜
張
を
以
っ
て
、
臨
く
江
湖

の
需
「
要
に
慮
じ
つ
、
あ
り
。
（
目
鍮
無
代
鶏
呈
）
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望
蓮
鏡
の
償
は
今
や
春
前
に
比
し
十
割
の
暴
騰
を
な
せ
り
、

之
れ
一
般
同
好
者
の
堪
ふ
る
所
に
非
す
．
本
谷
は
此
の
欠
講
を
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